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国 語



授業改善のポイント

言語活動を支える「言葉の力」が確実に身に付き、使える力に
なっていますか？

改善のポイント

① 個別の知識・技能と思考力・判断力・表現力をつ
なぐ

①

目的や意図に応じ、効果的に書く力を身に付けさせる授業に
なっていますか？

改善のポイント

② 付けたい力を明確に（指導の系統性も意識して）



問題 １
単に漢字を読み書きするだけでなく、文章表現の中で、適切な
漢字を正しく使うことができるかどうかをみる問題。

②

従来の
出題形式 新形式

！！



問題 ２

作成した「レポート」において、構成を考えて文を書きなおすこと
や、主語と述語の関係、ことわざや慣用句の理解など、文法・語
句に関する知識をみる問題。

③

言語活動を下支えする
「言葉の力」の確実な定着

知っているだけの知識
↓

使える知識



ポイント① 個別の知識・技能と思考力・判断力・表現力をつなぐ
④

「三つの力」を有機的につなげる授業づくりが必要
Ｈ２７．８．２６ 「教育課程企画特別部会 論点整理 補足資料(1)」より



問題 ３

保健委員会が作成する「保健だより」の編集会議での話し合い
の結果を受け、目的や意図に応じて文章全体の構成の効果を考
えたり、資料を活用して書き直したりすること、さらに改善するため
の話し合いの進め方や、条件に沿ってまとめを書いたりすること
ができるかどうかをみる問題。

⑤



問題 ３

保健委員会が作成する「保健だより」の編集会議での話し合い
の結果を受け、目的や意図に応じて文章全体の構成の効果を考
えたり、資料を活用して書き直したりすること、さらに改善するため
の話し合いの進め方や、条件に沿ってまとめを書いたりすること
ができるかどうかをみる問題。

⑥

話し合いの結果を受けて、
より良い表現に書き直し



問題 ４

物語文を読み取り、登場人物の関係や心情について、
表現方法等を通じて正しく理解することや、文章を読ん
で捉えた作品のよさについて、自分の言葉でまとめる
ことができるかどうかをみる問題。

⑦

登
場
人
物
の
関
係
や
心
情
を
図
に
ま
と
め
る



ポイント② 付けたい力を明確に（指導の系統性も意識して）

「書くこと」の能力を育てるための指導事項

ア 「課題設定や取材」に関する指導事項
イ 「構成」に関する指導事項
ウ 「記述」に関する指導事項
エ 「推敲」に関する指導事項
オ 「交流」に関する指導事項

⑧



ア 「課題設定や取材」に関する指導事項

経験や想像したことなどから書くことを決める。

書こうとする題材に必要な事柄を集める。
低学年

関心のあることなどから書くことを決める。

相手や目的に応じて、必要な事柄を調べる。
中学年

考えたことなどから書くことを決める。

目的や意図に応じて事柄を収集し、全体を見通して整理する。
高学年

「書くこと」の能力を育てるための指導事項

⑨
ポイント② 付けたい力を明確に（指導の系統性も意識して）



イ 「構成」に関する指導事項

じぶんの考えが明確になるようにする。

事柄の順序に沿って簡単な構成を考える。
低学年

文章全体における段落の役割を理解し、自分の考えが明確に
なるようにする。

段落相互の関係などに注意して文章を構成する
中学年

自分の考えを明確に表現するために、文章全体の構成の効果を
考える。

高学年

「書くこと」の能力を育てるための指導事項

⑩
ポイント② 付けたい力を明確に（指導の系統性も意識して）



ウ 「記述」に関する指導事項

語と語、文と文の続き方に注意しながら、つながりのある文や文
章を書く。

低学年

書こうとすることの中心を明確にし、目的や必要に応じて理由や
事例を挙げて書く。

文章の敬体と常体の違いに注意して書く。
中学年

事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じ
て簡単に書いたり詳しく書いたりする。

引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝
わるように書く。

高学年

「書くこと」の能力を育てるための指導事項

⑪
ポイント② 付けたい力を明確に（指導の系統性も意識して）



エ 「推敲」に関する指導事項

文章を読み返す習慣を付ける。

間違いなどに気付き、正す。
低学年

文章の間違いを正したり、よりよい表現に書き直したりする。中学年

表現の効果などについて確かめたり、工夫したりする。高学年

「書くこと」の能力を育てるための指導事項

⑫
ポイント② 付けたい力を明確に（指導の系統性も意識して）



オ 「交流」に関する指導事項

書いたものを読み合い、よいところを見つけて、感想を伝え合う。低学年

書いたものを発表し合い、書き手の考えの明確さなどについて
意見を述べ合う。

中学年

書いたものを発表し合い、表現の仕方に着目して助言し合う。高学年

「書くこと」の能力を育てるための指導事項

⑬
ポイント② 付けたい力を明確に（指導の系統性も意識して）



学習指導のスタンダード「授業５（ファイブ）」
②自分で考え、表現する時間を確保する
⑤授業の振り返りをする

ア 「課題設定や取材」に関する指導事項
イ 「構成」に関する指導事項
ウ 「記述」に関する指導事項
エ 「推敲」に関する指導事項
オ 「交流」に関する指導事項

日々の授業の中で…

「書くこと」の能力を育てるための指導事項

⑭
ポイント② 付けたい力を明確に（指導の系統性も意識して）



最後に… これからの「教育観」について⑮

子どもたちが成人して社会で活躍する頃には、生産年齢人口の減少、グローバル化の
進展や絶え間ない技術革新等により、社会や職業の在り方そのものも大きく変化する
ことが想定されます。

そうした厳しい挑戦の時代を乗り越え、伝統や文化に立脚し、高い志や意欲を持つ自
立した人間として、他者と協働しながら価値の創造に挑み、未来を切り開いていく力が
必要です。

そのためには…

教育の在り方も一層進化させる必要があります。

特に、学ぶことと社会とのつながりを意識し、「何を教え
るか」という知識の質・量の改善に加え、「どのように学
ぶか」という、学びの質や深まりを重視することが必要。
また、学びの成果として「どのような力が身に付いたか」
という視点が重要になります。

「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について」諮問の概要


